
 

公益社団法人 日本医師会 （2013年 10月 30日 定例記者会見） 

ハーバード大学公衆衛生大学院武見プログラム 

30 周年記念シンポジウム（ボストン）出席の件 

 
 

 

１．出張期間 ：平成 25 年 10 月 9 日（水）～12 日（土） 

 

２．出 張 先 ：ボストン（米国） 

 

３．出 張 者 ：橫倉会長、川島理事、石井常任理事、畔柳参与 

 （随行）能登国際課長、今村主査 

 

４．内  容 ：ボストンにおけるハーバード大学公衆衛生大学院（以下 HSPH）

武見プログラム 30 周年記念シンポジウム開催に際し、横倉会長、石井常任

理事が出席した。横倉会長は、武見フェロー懇親会、ボストン総領事主催夕

食会、シンポジウムにおいてそれぞれ挨拶を行った。石井常任理事は、歓迎

夕食会でハイアット元学部長等と共に名誉武見フェローを授与され、また、

閉会に際してコメントを述べた。シンポジウムは 2 日間にわたり 15 題の講

演、ライシュ指導教授のプレゼンテーションが行われ、28 か国から 77 名（日

本人 19 名）の武見フェロー、及び HSPH の歴代及び現役の学部長、教授陣

等計約 140 名が参加した。なお、川島理事、畔柳参与は、世界医師会フォル

タレザ総会（ブラジル）出席に際し、ボストンを経由したことから、12 日

の夕食会に参加した。 

 

５．日  程 ： 

 

10 月 10 日（木） 武見フェローとの懇親会 

  ボストン総領事主催夕食会 

 

10 月 11 日（金） HSPH 武見プログラム 30 周年記念シンポジウム 

  レセプション 

  歓迎夕食会 

   

10 月 12 日（土） HSPH 武見プログラム 30 周年記念シンポジウム 

  夕食会 

 

以上 



公益社団法人 日本医師会 （2013年 10月 30日 定例記者会見） 

ハーバード大学公衆衛生大学院（HSPH）武見国際保健プログラム 30周年記念シンポジウム 

祝  辞 

ハーバード大学 Loeb House 

2013年 10月 11日 

日本医師会長 横倉 義武 

 

本日、武見プログラムが 30 周年を迎えるに当たり、日本医師会を代表してひとことお祝い

申し上げます。 

当プログラムは、25 年間にわたり日本医師会長を務めた武見太郎先生の名前を冠し「武見

プログラム」と称されています。武見太郎先生の生涯のテーマは、「医療資源の開発と配分」

というものでありました。この武見プログラムの根底には今もこのテーマが常に流れている

ものと思います。その後、「医療資源の開発と配分」というテーマは、WMAでも永遠の課題

として今も世界の医師会が取り組んでいる包括的な基本的問題であり、今一度、医療に携わ

る私たちがその重要性を再認識しなければならない言葉であります。 

さて、このプログラムを長い間支えてこられた Julio Frenk学部長を始めとするHSPHの

Faculty の歴代の先生方、とくに長年にわたり様々な困難を乗り越えて中心的役割を果たし

てこられたライシュ教授に、心から敬意を表し、厚くお礼とお祝いの言葉を申し上げたいと

存じます。 

日本医師会は、現在までに世界 51 ヶ国にわたり 242 名という多くのフェローを輩出して

きた卓越した実績を持つ武見プログラムに大きな期待を寄せており、長年にわたりこのプロ

グラムの内容の充実と発展に努めてまいりました。最近では会内に国際保健委員会を設置し

て、日本医師会として国際保健にどのように取り組んでいくかという問題を、さまざまな観

点から議論しております。そして委員の中の 5人は武見フェローであります。 

日本は現在、超高齢化社会の到来と少子化という現実に直面し、その中で国民皆保険の下

で国民の健康をいかに守っていくかということがきわめて大きなまた喫緊の課題となってお

ります。こうした問題は、単に国内からの視点だけでは解決できず、国際的な観点からダイ

ナミックな視点を持って長期的視野で取り組む課題であります。 

こうした国内問題の解決に挑みつつ、感染症の国際的広がり、自然災害などでの医療関係

者の国境を越えた協力体制など、世界はまさに各国の協力の中で、医療問題を常に国際的な

視点から解決を探ってゆかねばなりません。 

武見プログラムの中で研究を続けられている先生方も、この武見プログラムという高い貢

献度をもつ講座をひとつのバネとして、これからも大いに飛躍していっていただきたいと思

います。日本医師会もそのための活動を積極的に支援してまいりたいと思っております。 

この 30周年記念大会をひとつの区切りとして、このプログラムが若い研究者が国際保健の

向上のためにいっそう寄与してゆくことを祈念いたしまして、私のお祝いの言葉とさせてい

ただきます。 

 




















